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数
年
前
か
ら
デ
ジ
タ

ル
・
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル

や
ス
ー
パ
ー
シ
テ
ィ
な

ど
カ
タ
カ
ナ
語
を
使
っ

た
制
度
の
変
更
が
多
く

行
わ
れ
て
い
る
。
ほ
と

ん
ど
は
本
来
の
意
味
と

は
違
い
和
製
英
語
や
造

語
で
、
詳
し
い
説
明
も

な
く
、
多
く
の
国
民
が

良
く
理
解
で
き
な
い
内

に
法
律
の
改
正
が
行
わ

れ
て
き
た
。
も
し
か
す

る
と
国
民
に
分
か
っ
て

も
ら
っ
て
は
困
る
の
か

▼
く
し
く
も
、
数
十
年

に
一
度
の
惨
事
の
新
型

コ
ロ
ナ
や
ロ
シ
ア
の
ウ

ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
を
理
由

に
、
緊
急
事
態
条
項
の

規
定
や
自
衛
隊
の
規
程

を
盛
り
込
ん
だ
９
条
の

改
正
を
す
す
め
よ
う
と

す
る
動
き
が
強
ま
っ
て

い
る
。
新
型
コ
ロ
ナ
も

ウ
ク
ラ
イ
ナ
問
題
も
緊

急
な
対
策
が
必
要
だ

が
、
恒
久
的
に
続
く
課

題
な
の
か
▼
本
来
憲
法

は
国
が
普
遍
的
に
目
指

す
方
向
を
示
す
も
の

で
、
緊
急
な
対
策
は
、

法
律
の
改
正
で
対
応
す

べ
き
で
は
な
い
か
。
よ

も
や
国
民
が
良
く
分
か

ら
な
い
う
ち
に
憲
法
の

改
正
を
進
め
よ
う
と
し

て
い
る
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
▼
お
り
し
も
７

月
に
は
参
議
院
選
が
行

わ
れ
る
。
国
民
に
し
っ

か
り
し
た
説
明
を
し
て

十
分
な
理
解
の
も
と
に

政
治
を
進
め
る
正
直
な

政
権
と
な
る
こ
と
を
望

む
。

（
Ｋ
）

安
心
し
て
働
き
続
け
ら
れ
る
職
場
に

松
戸
市
保
育
所
職
員
労
働
組
合
で
は
、
定
年

引
き
上
げ
に
つ
い
て
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
い
、
保

育
士
を
中
心
に
２
０
７
人
か
ら
回
答
を
得
ま
し

た
。
多
く
の
人
が
60
歳
以
降
の
働
き
方
に
不
安

を
持
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
が
浮
き
彫
り
に
な
り

ま
し
た
。

松
戸
市
保
育
所
職
員
労
働
組
合

定
年
引
上
げ
学
習
会

（
中
央
委
員
会
内
）

嶋林弘一さん

年
金
の
支
給
開
始
年
齢

に
合
わ
せ
て
雇
用
と
年
金

の
接
続
を
は
か
る
た
め
、

来
年
の
４
月
か
ら
、
２
年

に
１
歳
ず
つ
定
年
を
引
上

げ
、
65
歳
定
年
と
す
る
定

年
引
上
げ
が
予
定
さ
れ
て

い
ま
す
。

内
容
は
●
60
歳
役
職
定

年
制
導
入
●
給
与
水
準
は

60
歳
に
達
し
た
次
年
度
か

ら
７
割
●
退
職
手
当
は
、

60
歳
以
降
、
定
年
前
退
職

で
も
当
面
定
年
扱
い
●
退

職
手
当
は
当
面
ピ
ー
ク
時

特
例
を
適
用
●
定
年
前
短

時
間
再
任
用
制
度
導
入
な

ど
で
す
。
【
総
務
省
資
料

参
照
】

生
活
と
働
き
方
に

大
き
な
影
響

県本部中央委員会で発言

する松戸市保育所職員労

働組合の田嶋委員長

安
の
声
を
受
け
て
、
組
合

は
定
年
引
き
上
げ
に
対
す

る
職
員
の
意
識
調
査
「
今

あ
な
た
に
聞
き
た
い

定

年
延
長
に
つ
い
て
の
ア
ン

ケ
ー
ト
」
を
昨
年
11
月
か

ら
12
月
に
か
け
て
実
施

し
、
２
０
７
人
か
ら
回
答

を
得
ま
し
た
。

質
問
は
、
①
60
歳
を
過

ぎ
て
も
働
き
続
け
ら
れ
る

か
（
選
択
肢
+
理
由
記

述
）
、
②
給
料
が
７
割
に

下
が
る
こ
と
を
ど
う
思
う

か
（
選
択
肢
+
理
由
記

述
）
、
③
定
年
引
上
げ
で

の
不
安
（
選
択
肢
）
、
④

定
年
引
上
げ
で
政
府
に
要

定
年
引
上
げ
職
場
ア
ン
ケ
ー
ト
実
施

求
し
た
い
こ
と
（
選
択

肢
）
、
⑤
意
見
な
ど
（
自

由
記
述
）
で
す
。

質
問
「
60
歳
を
超
え
て

も
働
き
続
け
ら
れ
ま
す
か

？
」
に
、
「
は
い
」
と
答

え
た
の
は
た
っ
た
14
・
5

％
。
46
％
が
「
ど
ち
ら
と

も
い
え
な
い
・
わ
か
ら
な

い
」
で
し
た
。
理
由
を
見

る
と
、
多
く
の
方
が
体
力

へ
の
不
安
を
訴
え
て
い
て

お
り
、
負
荷
の
大
き
さ
が

浮
び
上
が
り
ま
す
。

「
身
体
的
精
神
的
に
現

時
点
で
も
し
ん
ど
い
」

（
20
代
）
「
判
断
力
・
視

力
・
体
力
に
自
信
が
な

い
」
（
40
代
）
「
保
育
士

と
し
て
い
つ
ま
で
子
ど
も

の
命
を
守
れ
る
か
、
責
任

を
と
れ
る
の
か
考
え
て
し

ま
う
」
な
ど
で
す
。

る
こ
と
や
超
過
勤
務
が
継

続
的
に
発
生
し
て
い
る
部

署
へ
は
大
幅
な
定
数
増
を

求
め
て
い
く
こ
と
が
必
要

で
す
。

さ
ら
に
、
身
体
的
負
担

が
大
き
い
現
業
や
保
育
な

ど
の
い
わ
ゆ
る
「
困
難
職

種
」
に
お
い
て
は
特
に
、

高
齢
職
員
の
体
力
等
に
配

慮
し
た
職
務
の
設
定
が
必

要
と
な
っ
て
き
ま
す
。

自
治
体
で
の
条
例
改
正

は
９
月
議
会
が
多
い
見
込

み
で
、
こ
の
夏
の
運
動
が

大
切
で
す
。

松
戸
保
育
労
組
で
は
、

定
年
の
引
上
げ
は
、
生
活

と
働
き
方
に
大
き
な
影
響

が
あ
る
労
働
条
件
の
大
改

変
と
と
ら
え
、
昨
年
11
月

に
県
本
部
の
竹
内
委
員
長

を
講
師
に
定
年
引
上
げ
の

学
習
会
を
実
施
し
ま
し

た
。そ

の
場
で
出
さ
れ
た
不

体
力
的
に
き
つ
い

浮
か
び
上
が
る
過
酷
さ

経
験
あ
る
保
育
士
が

活
躍
で
き
る
環
境
に

共
感
広
が
る

報
告
書

継
続
採
用
と
定
数
管
理

職
務
設
定
な
ど
課
題
に

今
後
の
組
合
交
渉
で

は
、
定
年
退
職
者
が
２
年

に
１
度
し
か
出
な
い
た
め

新
規
採
用
を
継
続
的
に
行

わ
せ
て
い
く
こ
と
が
課
題

の
一
つ
で
す
。

ま
た
、
自
治
体
の
職
員

定
数
管
理
に
つ
い
て
は
、

実
態
に
合
わ
せ
た
定
数
設

定
・
換
算
へ
と
改
善
さ
せ

７
割
に
下
が
る
賃
金

講
師
：
嶋
林
弘
一
・
自
治
労
連
賃
金
権
利
局
長

今
後
、
60
歳
前
後
の

給
与
水
準
を
連
続
的
な

も
の
に
す
る
給
与
制
度

の
見
直
し
が
予
定
さ
れ

て
い
ま
す
。
人
事
評
価

結
果
の
反
映
強
化
、
全

体
の
賃
金
水
準
引
下
げ

の
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。
若
い
人
へ
の
影
響

が
大
き
い
問
題
で
す
。

総務省「地方公務員
法の一部を改正する
法律について」資料

配
布
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
用
紙

はい14.5％

短時間なら

可20.8％

いいえ17.9％

どちらとも

いえない・

わからない

46.9％

60歳を超えても働き続けられますか？

５
月
14
日
、
第
１
０
７
回
県
本
部

中
央
委
員
会
が
開
か
れ
21
単
組
57
人

（
リ
ア
ル
37
人
、
Ｗ
ｅ
ｂ
20
人
）
が

参
加
し
ま
し
た
。
討
論
で
は
14
人
が

発
言
し
ま
し
た
。

執
行
部
か
ら
の
報
告
で
は
、
会
計

年
度
任
用
職
員
の
期
末
手
当
引
き
下

げ
幅
圧
縮
、
ケ
ア
労
働
者
の
賃
上
げ

実
現
、
人
員
増
、
単
組
課
題
の
前
進

な
ど
、
春
闘
の
成
果
と
組
合
の
存
在

意
義
を
確
認
し
ま
し
た
。

運
動
方
針
で
は
、
激
動
す
る
情
勢

を
踏
ま
え
、
職
場
学
習
を
重
ね
、
県

本
部
重
点
要
求
を
軸
に
要
求
書
提
出

と
交
渉
を
進
め
て
い
く
こ
と
な
ど
の

夏
季
闘
争
方
針
が
提
起
さ
れ
ま
し

た
。

（
２
面
に
関
連
記
事
）

県本部中央委員会

■「新型コロナ」対応の改善に全力をつくす

■夏季休暇、定年引上げ、公務員賃金改善など前進を目指す

■行政のデジタル化などの課題について自治研活動を進める

■改憲反対、気候危機対策の強化など、国民的運動を進める

■組合員拡大、共済の継続、次世代育成に全力をあげる

実
際
に
働
き
続
け
ら
れ

る
か
は
60
歳
に
な
っ
た
時

の
自
身
の
体
調
や
周
囲
の

状
況
次
第
で
す
が
、
「
保

育
と
い
う
職
が
好
き
だ
か

ら
」
「
ロ
ー
ン
が
あ
る
」

「
子
育
て
費
用
や
老
後
の

た
め
に
は
必
要
」
「
元
気

な
う
ち
は
働
き
た
い
」
な

ど
、
短
時
間
も
含
め
れ
ば

働
き
続
け
る
こ
と
を
希
望

す
る
方
が
少
な
く
と
も
35

％
は
い
ま
す
。

今
、
就
労
し
て
お
り
、

60
歳
以
降
も
働
く
意
欲
を

持
つ
職
員
は
、
貴
重
な
存

在
で
す
。
経
験
あ
る
職
員

が
活
躍
で
き
る
環
境
を
つ

く
っ
て
い
く
こ
と
が
人
員

確
保
・
保
育
の
質
向
上
の

点
か
ら
も
重
要
で
す
。

保
育
労
組
の
田
嶋
委
員

長
は
、
「
誰
も
が
安
心
し

て
働
き
続
け
ら
れ
る
よ
う

に
定
年
引
上
げ
に
関
し
て

要
求
書
を
提
出
し
ま
し

た
。
ア
ン
ケ
ー
ト
に
寄
せ

ら
れ
た
声
を
今
後
の
交
渉

で
活
用
し
て
い
き
た
い
」

と
語
り
ま
す
。

夏
季
闘
争
方
針
を
議
論

ア
ン
ケ
ー
ト
の
報
告
書

で
は
、
同
じ
趣
旨
の
記
述

回
答
を
省
略
せ
ず
に
、
そ

の
ま
ま
掲
載
し
て
い
ま

す
。
一
人
ひ
と
り
状
況
は

異
な
り
ま
す
が
、
苦
労
や

仕
事
へ
の
思
い
な
ど
共
通

す
る
テ
ー
マ
も
多
く
「
職

場
は
は
違
っ
て
も
同
じ
よ

う
に
保
育
職
場
で
働
い
て

い
る
仲
間
た
ち
の
存
在
」

を
感
じ
さ
せ
て
く
れ
る
報

告
書
で
し
た
。

（
県
本
部
）


